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一
、
就

職

昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
三
月
一
日
鳥
取
県
米
子
市
旧
国

鉄
米
子
駅
（
現
Ｊ
Ｒ
）
に
採
用
に
な
り
、
朝
六
時
発
の
列
車
に

乗
車
す
る
と
石
炭
列
車
の
箱
型
客
車
で
黒
煙
を
吐
き
な
が
ら
ガ

タ
ン
ガ
タ
ン
と
毎
日
の
通
勤
で
米
子
駅
に
は
七
時
三
十
分
に
到

着
、
八
時
か
ら
朝
礼
と
点
呼
で
一
日
の
任
務
が
伝
達
さ
れ
た
。

現
今
は
電
車
化
で
ス
ピ
ー
ド
が
要
求
さ
れ
一
時
間
で
走
る
近
代

車
両
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
当
時
か
ら
軍
需
景
気
で
、
安
来
市
の

旧
安
来
製
鋼
所
（
現
日
立
安
来
工
場
）
に
通
勤
す
る
工
員
の
皆

さ
ん
で
車
内
は
い
つ
も
満
員
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
六
年
十
二
月

八
日
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
と
と
も
に
鉄
道
も
軍
事
輸
送
で
、
現

役
、
召
集
、
志
願
兵
の
出
発
で
毎
日
ホ
ー
ム
は
涙
で
別
れ
る

者
、
万
歳
万
歳
で
笑
顔
で
出
征
す
る
志
願
兵
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿

を
見
て
、
私
も
数
年
後
に
は
こ
の
状
況
を
頭
に
浮
か
べ
て
勤
務



し
た
も
の
で
す
。

二
、
徴
兵
検
査

昭
和
十
八
年
六
月
徴
兵
検
査
で
幸
い
甲
種
合
格
で
、
国
の
た

め
、
郷
土
の
た
め
、
ま
た
家
門
の
名
誉
で
あ
っ
た
し
、
職
場
で

も
祝
福
さ
れ
た
。
同
級
生
の
仲
間
は
第
一
乙
種
、
第
二
乙
種
と

雑
多
で
あ
っ
た
。
同
年
十
二
月
八
日
親
戚
、
隣
組
、
地
区
有
志

で
出
征
の
宴
会
が
開
か
れ
て
、
い
よ
い
よ
兵
隊
に
な
る
ん
だ
と

張
り
切
っ
て
の
酒
盛
り
で
あ
っ
た
。
翌
九
日
朝
、
二
十
一
年
間

住
み
慣
れ
た
生
家
を
発
っ
て
、
駅
前
に
は
当
時
の
村
長
、
地
区

民
、
同
窓
生
、
小
学
生
が
日
の
丸
の
小
旗
で
見
送
り
、
私
達
志

願
兵
四
人
は
同
級
生
で
は
一
番
早
く
出
征
し
、
駅
頭
で
は
代
表

し
て
力
強
く
村
民
の
皆
さ
ん
に
挨
拶
し
て
車
中
の
人
と
な
る
。

途
中
の
駅
か
ら
入
隊
す
る
同
年
兵
が
乗
車
し
て
き
た
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
日
、
待
望
の
島
根
県
浜
田
市
西
部
第

三
部
隊
の
営
門
を
元
気
旺
盛
に
入
場
し
て
営
庭
で
点
呼
を
受

け
、
数
百
人
の
同
年
兵
は
各
班
に
分
散
し
た
。
私
は
歩
兵
砲
中

隊
指
揮
班
観
測
に
配
属
さ
れ
て
古
兵
の
案
内
で
兵
舎
に
入
る

と
、
同
郷
の
先
輩
上
等
兵
殿
に
「
よ
う
、
伊
藤
」
と
、
班
内
を

連
れ
て
巡
り
説
明
を
受
け
た
。
私
達
十
八
年
兵
は
初
め
か
ら
中

支
派
遣
兵
と
し
て
内
務
班
で
も
割
合
待
遇
が
よ
く
、
十
二
日
間

は
お
客
様
扱
い
だ
っ
た
。

三
、
中
国
大
陸
へ

昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
朝
い
よ
い
よ
兵
舎
を
出
発
。

面
会
所
に
は
両
親
が
最
後
の
見
送
り
で
約
三
十
分
ほ
ど
話
が
で

き
た
が
、
ど
こ
へ
行
く
か
は
秘
密
だ
っ
た
。

連
隊
か
ら
浜
田
駅
ま
で
の
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
沿
道
に
は

市
民
、
国
防
婦
人
会
、
親
族
、
小
学
生
等
多
数
の
見
送
り
を
受

け
て
整
然
と
行
進
し
た
。
思
い
出
は
今
で
も
感
動
す
る
。

列
車
は
下
関
駅
に
到
着
。
当
時
は
旧
国
鉄
経
営
の
関
釜
連
絡

船
興
安
丸
に
乗
船
、
い
よ
い
よ
日
本
本
土
と
は
さ
ら
ば
で
あ

る
。
十
二
月
二
十
三
日
夕
方
釜
山
港
着
。
初
め
て
見
る
外
地
列

車
は
日
本
の
客
車
よ
り
一
型
大
き
く
、
五
人
掛
け
の
座
席
。
朝

鮮
半
島
を
北
上
、
旧
満
州
を
経
由
、
い
よ
い
よ
中
国
大
陸
と
列

車
は
進
行
す
る
。
昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日
、
南
京
街
南

京
中
央
第
一
兵
姑
宿
舎
に
到
着
。

昭
和
十
九
年
一
月
元
旦
を
南
京
で
迎
え
る
。
当
地
で
教
練
行

軍
の
毎
日
で
あ
っ
た
。

文
芸
春
秋
社
発
行
の
「
南
京
大
虐
殺
」
の
ま
ぼ
ろ
し
、
昭
和



四
十
七
年
十
二
月
鈴
木
明
著
者
に
よ
る
と
、
上
官
の
殺
人
ゲ
ー

ム
と
か
で
Ａ
少
尉
は
八
十
九
人
、
Ｂ
少
尉
は
七
十
八
人
と
か
。

昭
和
十
二
年
十
二
月
首
都
南
京
を
攻
め
落
と
し
た
と
き
に
起
き

た
、
中
国
側
は
軍
民
合
わ
せ
て
数
万
人
の
犠
牲
者
が
出
た
と
推

定
さ
れ
る
が
、
い
ま
だ
に
事
件
の
真
相
は
誰
に
も
知
ら
れ
て
い

な
い
。
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
九
日
南
京
出
発
、
揚
子
江
（
現
長

江
）
を
船
で
上
流
途
中
九
江
等
に
寄
港
、
同
年
二
月
上
旬
漢
口

着
、
列
車
に
て
考
感
城
に
着
く
。
当
地
か
ら
徒
歩
行
軍
、
途
中

は
中
国
人
の
民
家
の
土
間
で
稲
わ
ら
を
敷
い
て
仮
眠
を
と
る
。

昭
和
十
九
年
二
月
十
五
日
頃
、
待
望
の
湖
北
省
当
陽
県
当
陽

の
連
隊
本
部
に
到
着
。
第
三
十
九
師
団
長
、
陸
軍
中
将
澄
田
東

四
郎
、
中
支
派
遣
藤
第
六
八
六
五
部
隊
長
、
陸
軍
大
佐
山
田
正

吉
、
私
は
歩
兵
砲
中
隊
長
、
陸
軍
大
尉
武
安
勇
に
配
属
。
十
八

年
兵
全
員
が
連
隊
本
部
に
て
軍
旗
拝
謁
式
に
参
列
。
初
年
兵
の

我
々
は
初
め
て
見
る
軍
旗
で
軍
人
精
神
を
一
層
強
力
に
決
意
し

た
。連
隊
は
、
十
三
年
、
十
四
年
、
十
五
年
兵
は
全
部
広
島
県
出

身
で
、
十
六
年
、
十
七
年
兵
は
島
根
県
出
身
で
、
そ
れ
は
そ
れ

は
毎
日
が
大
変
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
二
月
か
ら
初
年
兵
教
育
が
始
ま
り
、
広
島
県
の

古
兵
に
は
言
葉
が
出
雲
弁
で
発
声
す
る
か
ら
殴
ら
れ
る
こ
と
が

茶
飯
事
。
昭
和
十
九
年
九
月
十
三
日
に
は
連
隊
本
部
で
盛
大
に

軍
旗
祭
が
行
わ
れ
、
我
々
初
年
兵
に
は
野
戦
に
来
て
初
め
て
の

祭
り
で
、
午
後
は
自
由
行
動
で
先
輩
古
兵
に
連
れ
ら
れ
て
演
芸

会
等
を
見
て
、
夕
食
は
中
隊
で
会
食
の
酒
盛
り
で
賑
や
か
な
一

日
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
頃
か
ら
大
々
的
な
襄
陽
作
戦
が
始
ま
り
、

私
達
同
年
兵
か
ら
各
班
を
代
表
し
て
五
人
が
選
抜
さ
れ
て
参
加

し
た
。
私
は
指
揮
班
で
馬
に
機
械
を
積
ん
で
出
発
。
当
時
か
ら

米
軍
Ｂ
二
九
機
の
空
爆
で
、
昼
は
山
陰
、
民
家
の
納
屋
に
隠
れ

て
は
前
戦
に
迫
る
約
一
ヵ
月
間
の
戦
闘
を
終
了
し
て
連
隊
本
部

に
帰
還
。

昭
和
二
十
年
五
月
、
突
然
藤
部
隊
は
最
前
線
を
後
方
部
隊
と

交
代
、
日
本
国
防
衛
の
た
め
反
転
命
令
。
日
増
し
に
米
軍
機
の

空
爆
で
昼
間
は
民
家
、
山
陰
で
休
み
夜
間
行
軍
で
、
当
時
黄
河

は
橋
は
な
く
板
道
を
馬
を
連
れ
て
渡
河
、
中
国
新
郷
駅
か
ら
列

車
に
乗
車
、
私
は
馬
と
共
だ
っ
た
の
で
貨
車
に
乗
り
旧
満
州
四



平
街
に
到
着
。
暑
い
夏
の
七
月
末
日
、
毎
日
戦
闘
訓
練
で
汗
を

流
す
。
同
年
八
月
九
日
日
ソ
戦
が
発
表
に
な
り
、
楊
木
林
の
幕

舎
で
被
服
類
は
新
品
に
交
換
、
戦
闘
の
準
備
に
入
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
停
戦
の
詔
勅
。
我
々
の
中
隊
長

鍬
本
正
喜
大
尉
（
現
横
浜
市
在
住
）
は
、
日
本
国
は
戦
争
に
負

け
た
、
こ
れ
か
ら
は
満
州
国
の
鉄
橋
道
路
を
修
復
し
て
、
約
二

ヵ
月
で
故
郷
に
帰
る
か
ら
元
気
で
働
く
よ
う
に
伝
達
。
武
装
解

除
と
軍
旗
は
連
隊
本
部
で
奉
焼
し
た
と
の
こ
と
。
九
月
上
旬
に

貨
車
に
乗
り
北
上
す
る
。

四
、
シ
ベ
リ
ア
大
陸
へ

昭
和
二
十
年
九
月
二
十
五
日
頃
、
黒
河
駅
に
到
着
、
黒
竜
江

岸
の
幕
舎
に
入
る
。
連
隊
長
の
訓
示
は
ど
こ
へ
や
ら
…
…
。
滞

在
五
日
ほ
ど
で
対
岸
の
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
渡
河
上
陸

後
ま
た
ま
た
幕
舎
生
活
。
九
月
末
頃
な
の
に
十
円
玉
ほ
ど
の
霰

が
降
っ
て
、
そ
の
寒
さ
は
空
腹
と
と
も
に
身
に
し
み
る
。
貨
車

に
乗
り
込
む
と
、
上
下
二
段
の
仕
切
り
に
は
家
畜
同
様
に
板
の

床
に
毛
布
一
枚
。
列
車
は
北
上
す
る
。
ベ
ロ
ゴ
ル
ス
ク
駅
に
到

着
。
車
内
で
は
、
運
命
の
岐
点
は
こ
こ
か
ら
東
に
走
れ
ば
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
日
本
に
帰
れ
る
、
西
へ
走
れ
ば
モ
ス
ク
ワ
へ

と
話
は
続
く
が
、
汽
車
は
西
へ
と
走
る
。
貨
車
の
小
窓
の
隙
間

か
ら
見
る
と
白
樺
林
の
雪
原
が
続
き
、
バ
イ
カ
ル
湖
付
近
は
大

雪
で
空
気
も
一
段
と
厳
し
い
。
十
月
中
旬
カ
ラ
ガ
ン
ダ
駅
に
到

着
。
中
央
ア
ジ
ア
、
カ
ザ
フ
共
和
国
で
あ
っ
た
。

五
、
カ
ラ
ガ
ン
ダ
炭
坑
の
町

旧
満
州
国
を
出
発
し
て
約
一
ヵ
月
の
長
旅
だ
っ
た
。
一
五
〇

〇
人
の
捕
虜
は
各
収
容
所
に
連
行
さ
れ
る
。
我
々
中
隊
は
第
八

ラ
ー
ゲ
ル
に
入
所
。
一
回
も
ソ
連
と
戦
争
も
し
な
か
っ
た
兵
隊

達
が
、
帰
国
も
で
き
な
い
遠
い
遠
い
寒
い
大
地
に
約
一
五
〇
〇

〇
人
も
の
兵
士
が
来
た
と
か
。
先
輩
の
ド
イ
ツ
軍
捕
虜
が
い
た

が
、
不
備
な
が
ら
も
暖
房
が
あ
り
恵
ま
れ
た
所
内
だ
っ
た
が
、

寝
台
は
二
段
の
板
敷
き
で
毛
布
一
枚
、
南
京
虫
に
シ
ラ
ミ
が
う

よ
う
よ
、
夜
の
長
い
つ
き
あ
い
で
あ
っ
た
。
炭
坑
は
三
交
代
の

八
時
間
労
働
。
食
事
は
黒
パ
ン
一
〇
〇
グ
ラ
ム
、
三
回
の
食
事

は
高
粱
ま
た
は
燕
麦
の
重
湯
。
汁
は
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
っ
ぱ
が
泳

い
だ
ス
ー
プ
が
飯
盒
の
蓋
に
一
杯
。
二
十
歳
代
の
兵
隊
に
は
耐

え
ら
れ
な
い
給
食
。
最
初
は
週
一
回
の
休
日
も
病
気
、
怪
我
等

続
出
し
て
半
数
近
く
が
入
坑
で
き
ず
、
最
初
の
約
束
は
ど
こ
へ

や
ら
、
元
気
な
兵
隊
は
無
休
で
ノ
ル
マ
に
追
わ
れ
る
。



私
は
昭
和
二
十
一
年
三
月
頃
、
炭
坑
内
で
手
の
指
を
怪
我
し

て
入
坑
を
四
日
ほ
ど
休
ん
だ
ら
マ
ラ
リ
ヤ
病
で
高
熱
が
発
生
、

女
医
の
診
断
で
「
オ
ッ
カ
ー
」
に
な
り
、
当
時
の
病
人
等
々
患

者
六
〇
人
ほ
ど
、
粗
末
な
自
動
車
に
乗
せ
ら
れ
て
約
一
〇
〇
キ

ロ
南
の
ス
バ
ス
コ
第
一
ラ
ー
ゲ
ル
に
転
送
。
こ
こ
に
は
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
そ
の
他
の
捕
虜
が
収
容
さ
れ
て
い
て
、
三
月
末

頃
に
は
体
調
の
よ
い
者
は
麦
畑
の
除
草
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
付

け
等
々
軽
労
働
を
し
て
い
た
が
、
何
分
弱
体
の
身
で
毎
日
毎
日

死
人
が
続
出
で
大
き
な
穴
に
全
裸
で
ポ
イ
ポ
イ
捨
て
た
が
、
こ

れ
こ
そ
名
前
も
分
か
ら
ず
相
当
数
亡
く
な
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
一
年
五
月
、
休
養
十
分
で
ま
た
カ
ラ
ガ
ン
ダ
に
転

送
、
次
は
第
六
収
容
所
に
入
所
。
非
常
に
大
き
な
収
容
所
で
、

旧
中
国
の
藤
部
隊
や
旧
関
東
軍
の
混
成
隊
で
、
知
人
は
一
人
も

お
ら
ず
淋
し
い
思
い
を
し
た
が
、
と
に
か
く
頑
張
る
し
か
な

い
。昭
和
二
十
一
年
九
月
、
炭
坑
中
隊
の
編
成
替
え
が
あ
り
、

我
々
ス
バ
ス
コ
か
ら
来
た
一
行
は
第
四
中
隊
に
入
っ
た
。
昔
の

面
影
は
な
い
が
お
互
い
が
仲
よ
く
な
り
、
出
炭
率
も
一
〇
〇
％

以
上
で
食
事
も
非
常
に
よ
く
な
り
、
昭
和
二
十
二
年
に
な
る
と

共
産
主
義
の
教
育
が
始
ま
り
、
同
調
し
な
い
者
は
日
本
に
「
ダ

モ
イ
」
さ
せ
な
い
と
の
風
評
が
高
ま
り
仕
方
な
く
習
っ
た
。
当

時
か
ら
少
な
か
ら
ず
給
料
も
支
給
に
な
り
、
煙
草
等
は
買
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

カ
ラ
ガ
ン
ダ
小
唄
　
　
　
　
作
詞
　
高
田
敏
雄

作
曲
　
佃
紀
三
生

一
、
風
が
吹
く
吹
く
　
空
も
す
す
け
る

ウ
ラ
ル
ふ
も
と
の
　
大
和
桜

粉
灰
さ
え
ま
じ
り
　
こ
こ
カ
ラ
ガ
ン
ダ

こ
の
土
地
に
さ
え
　
花
が
咲
く
花
が
咲
く

二
、
ロ
シ
ア
娘
が
　
惚
れ
て
は
来
て
も

な
ん
で
な
び
く
か
　
男
の
胸
が

顔
は
粉
灰
に
　
よ
ご
れ
て
い
て
も

見
せ
に
ゃ
な
る
ま
い
　
大
和
魂
　
大
和
魂

（
三
、
四
番
　
略
）

六
、
ダ
モ
イ

昭
和
二
十
三
年
に
な
る
と
給
料
は
高
く
な
り
、
タ
バ
コ
、

ウ
ォ
ッ
カ
、
酒
等
が
買
え
た
。



昭
和
二
十
三
年
七
月
下
旬
、
私
は
右
足
の
膝
頭
が
腫
れ
て
女

医
の
診
断
に
よ
り
「
伊
藤
ダ
モ
イ
」
許
可
の
命
令
が
出
た
と
き

は
本
当
だ
ろ
う
か
と
■
を
つ
ね
っ
て
み
た
。
同
部
屋
の
戦
友
に

挨
拶
に
回
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
八
月
上
旬
の
夕
方
乗
車
、
三
年
間
住
み
慣
れ

た
ラ
ー
ゲ
ル
に
別
れ
を
告
げ
て
、
一
路
バ
イ
カ
ル
湖
方
面
に
向

か
っ
て
今
度
は
東
に
東
に
。
盛
夏
と
は
言
え
毛
布
一
枚
、
大
陸

の
気
候
も
夜
の
寒
さ
も
何
の
そ
の
、
同
年
八
月
下
旬
に
待
望
の

ナ
ホ
ト
カ
港
へ
到
着
。
身
体
被
服
の
検
査
終
了
、
第
一
分
所
に

入
る
。
ま
た
ま
た
ア
ク
チ
ブ
の
連
中
か
ら
、
お
前
は
日
本
に

帰
っ
て
も
敗
戦
で
職
も
な
く
食
べ
物
も
な
い
、
ソ
連
同
盟
に
残

れ
と
命
令
。
だ
が
誰
一
人
残
る
者
は
な
い
が
、
せ
っ
か
く
こ
こ

ま
で
来
て
間
違
い
が
あ
っ
て
も
大
変
と
一
生
懸
命
だ
っ
た
。
第

三
分
所
で
は
、
飯
盒
に
一
杯
の
湯
で
カ
ラ
ガ
ン
ダ
出
発
以
来
の

身
体
を
拭
き
入
浴
を
楽
し
ん
だ
。

八
月
二
十
九
日
午
後
二
時
頃
分
所
を
出
発
、
帰
国
船
の
待
つ

港
へ
。
岸
壁
に
は
日
の
丸
の
国
旗
を
立
て
た
永
徳
丸
、
船
上
に

は
白
い
帽
子
に
白
い
上
衣
を
着
た
看
護
婦
さ
ん
の
姿
を
見
て

も
、
ま
だ
船
に
乗
る
ま
で
は
安
心
で
き
な
い
。
午
後
四
時
頃
だ

と
思
う
が
無
事
乗
船
完
了
。
日
本
食
の
夕
食
の
味
。
日
本
を
出

発
し
て
満
五
年
の
歳
月
は
何
だ
っ
た
ろ
う
。
私
達
は
昭
和
十
九

年
兵
の
初
年
兵
が
入
ら
な
か
っ
た
の
で
最
後
ま
で
初
年
兵
だ
っ

た
こ
と
を
力
説
す
る
。
で
も
元
気
で
帰
国
で
き
た
の
で
、
昔
の

苦
労
は
水
に
流
し
て
忘
れ
る
こ
と
。

七
、
日
本
国
に
上
陸

昭
和
二
十
三
年
九
月
一
日
朝
、
美
し
い
青
い
山
々
に
皆
で
船

上
か
ら
合
掌
し
た
。
午
前
十
時
上
陸
開
始
。
舞
鶴
港
に
は
白
い

割
烹
着
の
婦
人
会
さ
ん
、
近
く
の
親
族
の
お
出
迎
え
、
兵
舎
で

の
日
本
食
で
満
腹
と
手
続
き
。

昭
和
二
十
三
年
九
月
四
日
午
前
三
時
起
床
、
最
後
の
朝
食
。

舞
鶴
駅
発
六
時
二
十
四
分
の
列
車
で
、
無
事
故
郷
の
駅
に
夕
方

六
時
三
十
分
到
着
。
駅
頭
に
は
家
族
親
類
の
皆
さ
ん
で
長
い
間

御
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

復
員
後
の
略
歴

大
正
十
二
年
四
月
二
十
三
日
生
ま
れ

七
人
姉
妹
の
長
男

家
族
　
　
夫
婦
、
息
子
夫
婦
、
孫
（
長
男
・
次
男
・
長
女
）
の



七
人
昭
和
二
十
三
年
十
月
一
日
　
元
の
米
子
駅
復
職

昭
和
二
十
四
年
八
月
　
　
　
島
根
県
宍
道
駅
に
転
勤

昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
　
五
十
五
歳
定
年
退
職

昭
和
五
十
四
年
四
月
　
　
　
松
江
市
水
道
局
下
請
会
社
に
就
職

昭
和
六
十
年
三
月
　
　
　
　
合
併
の
た
め
退
職

元
宍
道
町
固
定
資
産
評
価
審
議
委
員
一
期

元
宍
道
町
農
業
委
員
三
期

現
宍
道
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
副
会
長

現
水
利
組
合
井
堰
管
理
組
合
長

シ
ベ
リ
ア
会
宍
道
支
部
長

神
社
責
任
総
代
　
寺
院
総
代

私
の
ソ
連
抑
留
記
　 

岡
山
県
　
田
中
一
司
　 

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
九
日
、
満
州
に
侵
入
し
た

ソ
連
軍
の
命
で
鞍
山
製
鋼
所
強
制
解
体
作
業
を
終
え
、
鞍
山
駅

発
貨
車
に
て
奉
天
（
瀋
陽
）
駅
に
輸
送
し
た
。
こ
こ
で
飯
盒
炊

飯
し
た
が
、
逃
亡
者
五
百
人
が
出
た
の
で
輸
送
が
厳
し
く
な

り
、
便
所
、
食
物
受
領
以
外
は
絶
対
下
車
さ
せ
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
ハ
イ
ラ
ル
で
警
察
官
約
一
千
人
を
連
行
し
た
の
で
輸

送
が
緩
み
、
満
洲
里
か
ら
入
ソ
し
た
。
昭
和
二
十
三
年
六
月
二

十
七
日
ま
で
三
年
七
ヵ
月
の
間
、
あ
の
シ
ベ
リ
ア
荒
野
の
酷
寒

と
飢
え
の
中
で
の
強
制
労
働
を
強
い
ら
れ
た
。
こ
の
間
の
抑
留

生
活
を
逐
次
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
、
労
働
、
抑
留
中
の
出
来

事
、
思
い
出
、
私
が
見
た
ソ
連
の
感
想
等
を
書
い
て
み
る
。
ま

た
戦
友
た
ち
の
手
記
も
あ
わ
せ
、『
平
和
の
礎
シ
ベ
リ
ア
強

制
抑
留
者
が
語
り
継
ぐ
労
苦
Ⅹ
』
に
あ
ら
ま
し
の
こ
と
は
書
い

て
い
る
の
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
や
書
き
漏
ら
し
た
こ

と
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
。

終
戦

満
州
鞍
山
飛
行
場
内
戦
闘
指
揮
所
で
終
戦
の
放
送
を
聞
い
た

が
、
無
条
件
降
伏
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
後
日
判
明
し
た
。
ソ
連

軍
が
満
州
の
東
部
と
西
部
か
ら
侵
入
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

西
部
侵
入
は
飛
行
機
観
察
で
詳
し
く
報
告
さ
れ
た
。
ソ
連
軍
の

服
装
、
兵
器
な
ど
お
粗
末
な
兵
隊
さ
ん
が
侵
入
し
て
来
た
と
い




